
 

 

 

 

去る６月３０日に「ＰＴＡ教育講演

会」を開催しました。今回の講演会は、

「プレゼンスジャパン株式会社」の代

表を務める西原哲夫さんをお招きし、

「世界で活躍する方の話から将来に対

する意識を高める」ことをねらいとし

て開催しました。講師の西原さんは、国

際物流企業「ＵＰＳジャパン」の代表取

締役社長を務めた経歴のある国際人。本

校の望月俊介先生の、大学時代の先輩で

もあり、そんな縁から話が進み、今回の

講演会につながりました。  

西原さんは、生徒が思う「リーダーシ

ップ」のイメージや、事前に実施した「将

来の希望・やりたいことがあるか」につ

いてのアンケート結果を切り口に、  

など、中学生に刺さる刺激的な内容でお話をしてくださいました。生徒からもたくさんの質問

が出され、その一つ一つに真摯に答えてくださいました。その中には、  

など、素敵な言葉がたくさんありました。  

当日は PTA 執行部の皆様を含め２０人を超える保護者の皆様

にもご参加いただきました。ありがとうございました。  

     

 
令和８年 

７月８日（第８号） 

学校長 村松章史 

「自分の心に正直に」  

西原哲夫さんを講師に 

6.30 PTA 教育講演会 

ＰＴＡ執行部の皆さんにも会の進行等 

たくさんご協力いただきました 

○やりたいことが持てなかった学生時代をコンプレックスに感じていたこと  

○リスクを取ること（たくさんの体験をすること）を通して、人生が拓けたこと  

○アメリカへの憧れから拓けた人生。自分の好きなことができることは、どれほど楽しいことか  

○チャンスがあったら自分から掴みにいくこと  

○リーダーシップは、自らをリードすることが大切であること  

◇勉強はしておいた方がいいこと  

◇学生時代に学んだことはうそをつかないこと、自分が嫌なことは相手にもしないこと  

◇夢を語るとき、周りは「できっこない」と言う。でも、誰の期待のために生きているのか。自分  

自身が自分に一番期待しているはず  

◇今は好きなものがなくても大丈夫。初めて何かを食べるように色々試してみることが大切  


